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vol.332 月 19 日（日）、和歌山市において市町村対抗ジュニア駅伝大会が開催され

ました。紀三井寺公園陸上競技場をスタートし、県庁前までの10 区間（21.1km）
を小中学生 10 名がタスキをつなぎ、懸命に走り切りました。結果は高野町と
して過去最高の 26 位と健闘いたしました。

閉会式では、高野山中学校 3 年生の林　主鷹さん、大森　奏子さんが 5 年
連続登録競技者として、表彰されました。

※まちの話題にて出場選手を紹介いたします。

第 16回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝大会
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湯
川
の
耳
神
社
は
湯
川
丹
生
神

社
の
横
に
所
在
し
ま
す
。「
耳み
み

神が
み

大だ
い
み
ょ
う
じ
ん

明
神
」
と
鳥
居
に
掲
げ
ら
れ
、
小

祠
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
と
は
上

の
在
所
に
お
祀
り
し
て
い
た
よ
う

で
、
現
在
で
も
耳
神
淵
と
い
う
名
で

そ
の
辺
り
は
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
耳
神
社
は
江
戸
時
代
か
ら
存

在
し
て
お
り
、
当
時
の
地
誌

で
あ
る
『
紀き

伊い

続し
ょ
く

風ふ

土ど

記き

』

に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
ま

す
。「
村
の
南
西
約
490
ｍ
に

あ
り
、
地
蔵
尊
を
祭
る
。
社

の
側
に
カ
ヤ
・
カ
エ
デ
・
ヒ

ノ
キ
の
古
木
が
あ
る
。
里
民

が
伝
え
聞
い
て
言
う
こ
と
に

は
、
耳
の
病
気
の
者
は
こ
の

神
に
祈
り
、
草ぞ
う

履り

・
草わ

ら
じ鞋
を

樹
木
の
枝
に
懸
け
る
と
治
癒

す
る
と
い
っ
て
、
懸
け
る
者

が
大
変
多
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

な
ぜ
草
履
・
草
鞋
を
奉
納

す
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
、
一
つ
目
に
草

履
や
草
鞋
は
耳
の
形
を
し
て

い
る
た
め
、
奉
納
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
二
つ
目
に
、
耳
神
社

は
元
々
道ど
う

祖そ

神じ
ん

で
あ
っ
た
可
能
性
で

す
。
道ど
う

祖そ

神じ
ん

・
賽さ

い

の
神
は
庶
民
に
身

近
な
神
様
で
あ
り
、
耳
や
目
や
足
な

ど
が
悪
く
な
っ
た
と
き
に
病
気
平
癒

の
願
を
掛
け
ま
す
。
道
祖
神
に
願
掛

け
が
つ
づ
く
う
ち
に
耳
の
神
様
と
し

て
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
道
中

の
安
全
を
祈
願
す
る
た
め
道
祖
神
に

草
履
や
草
鞋
を
奉
納
し
、
そ
の
影
響

を
受
け
耳
神
様
に
も
同
じ
く
草
履
や

草
鞋
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
教
育
委
員
会
）

４
月
１
日

第
２
回
高
野
山
書
道
展

４
月
16
日�

旧
正
御
影
供
御
逮
夜

４
月
17
日　

旧
正
御
影
供

４
月
20
日　御

逮
夜
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

４
月
21
日　

報
恩
高
野
市

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
俳

句
・
川
柳
な
ど
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
掲
載
希
望
の
方
は
企
画

公
室
企
画
広
報
係（
☎
56
︱
２
９
３
２
）ま
で
！

突
然
の
春
の
雪
舞
い
鍬
休
め
　
　
　

岡
本
澄
美
子

受
験
生
の
合
格
告
ぐ
る
電
話
あ
り
　

宮
前
賀
代
子

鶯
の
初
鳴
き
愛
し
空
ブ
ル
ー
　
　
　

松
岡
　
智
美

卒
業
式
涙
こ
ら
え
て
答
辞
聞
く
　
　

中
垣
内
啓
子

初
午
の
厄
除
け
参
り
親
子
連
れ
　
　

大
谷
　
恵
子

４月の主な行事

今
月
の
俳
句
（
富
貴
俳
句
会
）

耳み
み

神じ
ん

社じ
ゃ

（
湯
川
）

18

耳神社

草鞋
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壇
上
伽
藍
の
北
側
に
、
本ぼ

ん

中ち
ゅ
う

院い
ん

谷た
に

と
よ
ば
れ
る
高
野
山
の
中

で
も
一
層
静
謐
で
涼
や
か
な
地

区
が
あ
り
ま
す
。
山
上
の
主
要

な
水
源
で
あ
る
弁
天
岳
か
ら
流

れ
、
奥
之
院
一
の
橋
ま
で
山
内

を
貫
く
御お

殿ど

川が
わ

を
囲
み
、
お
大

師
さ
ま
の
住
房
で
あ
っ
た
龍
光

院
（
も
と
の
中
院
）、
そ
の
東
隣

に
は
高
弟
の
真
如
親
王
が
開
基

の
親
王
院
な
ど
由
緒
あ
る
寺
院

が
建
ち
並
び
ま
す
。
龍
光
院
の

西
に
も
い
く
つ
か
宿
坊
が
あ
り

ま
す
が
、
堀
田
真
快
座
主
の
著

述
に
よ
れ
ば
、
も
と
は
こ
の
あ

た
り
に
高
弟
が
住
ま
う
僧
房
が

建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
い
、
ま

さ
に
こ
こ
は
開
創
当
初
の
高
野

山
の
中
心
地
で
あ
り
、
高
野
山

で
も
最
も
由
緒
あ
る
地
区
と
い

え
ま
す
。

　

こ
の
地
区
の
ほ
ど
近
く
に
お

大
師
さ
ま
が
毎
日
の
修
法
を
し

て
い
た
念
誦
堂
が
あ
り
、
い

ま
で
は
そ
の
跡
地
に
御
影
堂
が

建
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
御み

影え

」
と
い
う
の
は

お
大
師
さ
ま
の
肖
像
画
の
こ
と

で
、
私
た
ち
が
よ
く
目
に
す
る

お
大
師
さ
ま
の
姿
も
、
こ
の
御

影
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
原
本
は
、
真
如
親
王

が
お
大
師
さ
ま
の
お
姿
を
描
き

お
大
師
さ
ま
自
身
が
点て

ん

睛せ
い

し
た

も
の
で
、
今
で
も
秘
仏
と
し
て

御
影
堂
の
最
深
部
に
お
ま
つ
り

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

承
和
二
（
８
３
５
）
年
三
月

二
十
一
日
、
お
大
師
さ
ま
は
こ

の
地
で
御
入
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
四
十
九
日
間
、
弟
子
達

に
よ
っ
て
法
楽
を
捧
げ
ら
れ
た

後
、
奥
之
院
御
廟
へ
と
葬
送
さ

れ
た
の
で
す
。

　

御
影
堂
や
本
中
院
谷
を
散
策

し
て
い
る
と「
今
こ
う
し
て
立
っ

て
い
る
場
所
の
下
に
、
お
大
師

さ
ま
が
実
際
に
歩
い
た
土
が
あ

る
の
だ
」
と
思
う
と
、
え
も
い

わ
れ
ぬ
感
動
を
覚
え
る
の
で
す
。

　

旧
暦
三
月
二
十
一
日
（
今
年

は
４
月
17
日
）
に
、
御
影
堂
と

奥
之
院
燈
籠
堂
で
お
大
師
さ
ま

の
ご
遺
徳
を
偲
ぶ
“
旧
正
御
影

供
”
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
前
日
夜
（
今
年
は
４
月
16

日
）
に
は
壇
上
伽
藍
御
影
堂
に

て
御
逮
夜
法
会
が
執
り
行
わ
れ
、

こ
の
日
だ
け
御
影
堂
内
部
の
拝

観
や
伽
藍
諸
堂
の
開
帳
が
行
わ

れ
ま
す
。
無
数
の
ろ
う
そ
く
に

照
ら
さ
れ
た
幻
想
的
な
夜
の
壇

上
伽
藍
や
、
古
式
ゆ
か
し
い
法

会
に
、
是
非
お
大
師
さ
ま
の
見

た
高
野
山
の
情
景
を
思
い
浮
か

べ
て
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

高
野
山
真
言
宗

　

総
本
山　

金
剛
峯
寺

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
２
０
１
１

旧
正
御
影
供
に
つ
い
て

金剛峯寺
通　　信

こ
の
数
字
は
、
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
？

昨
年
度
、
本
町
か
ら
公
表
い
た
し
ま
し
た
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
お
読
み
に
な
ら
れ
た
方
な
ら
、
ピ
ン
と
来
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

実
は
こ
の
数
字
、
本
町
が
保
有
す
る
全
て
の
公
共
施
設
等
に
対

し
て
、
今
後
40
年
間
に
大
規
模
修
繕
や
建
て
替
え
等
を
行
っ
た

場
合
に
か
か
っ
て
く
る
費
用
の
推
計
値
で
す
。
公
共
施
設
だ
け
で

２
９
２
億
円
！

道
路
、
橋
梁
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
も
含
め
る
と
、
な
ん
と

５
４
０
億
円
も
の
費
用
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
が
推
計
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
数
字
は
、
国
が
全
国
の
自
治
体
に
対
し
て
要
請
し
て
い

る
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
し
た
過
程
に
お
い
て
導
き

出
さ
れ
た
数
字
で
す
。

本
町
に
は
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
公
共
施
設
や
道
路
、
橋
梁
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
施
設
、
ま
た
利
用
頻
度
の
低
い
公
共
施
設
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
今
後
、
策
定
し
た
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
き
、
こ
の
よ
う
な
公
共
施
設
に
対
応
す
る
た
め
に
、
個
別
に
計

画
を
策
定
し
適
切
な
修
繕
や
建
て
替
え
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
施

設
の
統
廃
合
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
コ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
公
共
施

設
等
の
現
状
を
報
告
し
、
幅
広
く
皆
様
か
ら
、
ご
意
見
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

次
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
公
共
施
設
の
量
に
つ
い
て
、
報
告
い
た

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
課  

庶
務
係  �

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
３
０
０
０

ＦＡＸ
０
７
３
６
︱
56
︱
４
７
４
５

M
ail

：soum
u@

tow
n.koya.w

akayam
a.jp

ご
存
知
で
す
か
？

公
共
施
設
に
つ
い
て

２
９
２　
　

５
４
０

コ ラ ム
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平成29年度当初予算が決まりました！

4
月
か
ら
始
ま
る
一
年
間
の
お
金
の
使
い
方
を
ま
と
め
た
平
成

29
年
度
当
初
予
算
が
3
月
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。特
別
会
計

等
を
含
む
高
野
町
全
体
の
予
算
規
模
は
、全
体
で
62
億
７
，３
１
２

万
円
と
な
り
前
年
度
予
算
よ
り
７
３
９
万
円
（+

0.1
％
）の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
39
億
３
，０
０
０
万
円
と
な
り
前
年

度
予
算
よ
り
1
億
５
０
０
万
円
（
▲
2.6
％
）の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。借
入
金
を
一
括
で
償
還
す
る
た
め
に
前
年
度
は
公
債
費
5
億

８
，６
９
６
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、今
年
度
は
2
億
１
，

８
１
４
万
円
減
の
3
億
６
，８
８
２
万
円
と
大
幅
に
減
額
と
な
り

ま
し
た
。一
方
で
投
資
的
経
費
（
一
般
会
計
）は
救
助
工
作
車
Ⅰ
型

の
購
入
９
，０
１
８
万
円
、富
貴
筒
香
地
区
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷

設
４
，５
０
０
万
円
な
ど
の
新
規
事
業
に
加
え
、橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
３
，９
０
０
万
円
、深
山
隧
道
の
修
繕
３
，８
０
０
万
円
な
ど
の

事
業
も
継
続
し
て
行
い
、投
資
的
経
費
全
体
で
６
，５
３
８
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、ソ
フ
ト
事
業
に
お
い
て
は
中
学
生
以
下
の
子
供
を
持
つ

世
帯
に
、子
供
一
人
当
た
り
1
万
円
／
月
の
義
務
教
育
期
間
の
完

全
無
償
化
も
含
む
子
育
て
支
援
ク
ー
ポ
ン
を
給
付
す
る
事
業
に

3
，３
３
１
万
円
（
実
質
的
に
義
務
教
育
の
無
償
化
を
実
現
）、高

齢
者
や
障
害
者
の
移
動
に
か
か
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
タ
ク
シ
ー
の
助
成
券
を
発
行
す
る
事
業
に
５
６
７
万
円
を
新
た

に
計
上
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
特
別
会
計
で
は
長
寿
命
化
対
策
が
前
年
度
か
ら
1
億

７
，０
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、全
体
で
1
億

９
，５
５
０
万
円
（
＋
111
・
４
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

高
野
山
総
合
診
療
所
特
別
会
計
で
は
通
所
リ
ハ
ビ
リ
開
設
に

伴
う
改
修
費
用
な
ど
が
減
と
な
り
全
体
で
８
，６
０
０
万
円
（
▲

22
・
3
％
）の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
に
入
っ
て
く
る
お
金
に
は
、町
税
を
は
じ
め
、国
か
ら
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
・
国
庫
支
出
金
、ま
た
町
債
と
呼
ば
れ
る
借
入

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。町
で
は
収
入
の
こ
と
を
歳
入
と
呼
び
、一
般

会
計
の
歳
入
総
額
は
39
億
３
，０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

高
野
町
の
歳
入
で
一
番
金
額
が
多
い
も
の
は
国
か
ら
分
配
さ
れ

る
地
方
交
付
税
の
17
億
６
，０
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、次
い
で

町
債
の
4
億
２
，３
０
０
万
円
、ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
4
億
円
、町

税
の
3
億
５
，７
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
の
増
加
に
伴
い
、借
入
金
で
あ
る
町
債
の
額
は
、前

年
度
か
ら
４
，３
０
０
万
円
（+

11
・
3
％
）増
額
、国
庫
支
出
金

も
１
，９
５
０
万
円
（
＋
17
・
８
％
）増
額
と
な
り
ま
し
た
。ふ
る

さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て
は
実
績
お
よ
び
見
込
み
か
ら
前
年
度
と
同

額
と
し
、町
税
は
開
創
１
２
０
０
年
の
影
響
で
増
収
と
な
っ
て
い

た
前
年
度
か
ら
２
９
１
万
円
（
▲
0.8
％
）の
減
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。繰

入
金
は
1
億
５
，５
８
９
万
円
減
の
3
億
３
，７
２
１
万
円
と

な
り
前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

前
年
度

は
借
入
金
の
一
括
返
済
に
充
て
る
た
め
減
債
基
金
を
1
億
９
，６

１
０
万
円
取
り
崩
し
ま
し
た
が
、今
年
度
は
減
債
基
金
の
取
り
崩

し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
債
、国
庫
支
出
金
が
増
え
、町
税
及
び
繰
入
金
が
減
っ
た
こ
と

に
よ
り
、自
主
財
源
の
歳
入
予
算
に
占
め
る
割
合
は
37
・
4
％
か

ら
34
・
2
％
へ
と
減
少
し
ま
し
た
。

町
で
は
、支
出
の
こ
と
を
歳
出
と
呼
び
、一
般
会
計
の
歳
出
総
額

は
、歳
入
と
同
じ
39
億
３
，０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は

①
議
会
費　

�

議
員
年
金
廃
止
に
伴
う
負
担
金
（
８
５
８
万
円
）

②
総
務
費　

�

地
域
公
共
交
通
の
確
保
対
策
（
２
，６
０
５
万
円
）

　
　
　
　
　

�

む
ら
づ
く
り
支
援
事
業
（
１
，６
９
７
万
円
）、富
貴

筒
香
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
購
入
（
５
７
０
万
円
）

　
　
　
　
　

�

ふ
る
さ
と
基
金
積
立
金
（
1
億
９
，０
８
９
万
円
）

　
　
　
　
　

�

ふ
る
さ
と
寄
附
記
念
品
（
2
億
円
）

　
　
　
　
　

�

光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
補
助
金
（
４
，５
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　

�

地
籍
調
査
事
業
（
８
，６
１
２
万
円
）

予
算
全
体
の
傾
向
に
つ
い
て

歳
出
に
つ
い
て

歳
入
に
つ
い
て

■
一
般
会
計
の
概
要

一般会計

特別会計 (10会計)

事業会計 (1会計) 

合　　計 

39億3,000万円

21億5,260万円

1億9,052万円

62億7,312万円
（前年度予算比　739万円の増額　＋0.1％）



(5) 第33号 平成29年3月24日高　　KOYA　　野
③
民
生
費　

�

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補
助
金
（
１
，８
６
２
万
円
）　

　
　
　
　
　
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
（
５
６
７
万
円
）

　
　
　
　
　
　

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
（
４
，５
５
８
万
円
）

　
　
　
　
　
　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
（
５
６
１
万
円
）

　
　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
会
計
繰
出
金
（
４
，５
９
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

介
護
保
険
会
計
繰
出
金
（
８
，５
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
繰
出
金
（
８
，４
５
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
園
指
定
管
理
料
（
５
，３
８
７
万
円
）

　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
ク
ー
ポ
ン
給
付
事
業
（
３
，３
３
１
万
円
）

　
　
　
　
　
　

出
産
報
奨
金
（
２
３
０
万
円
）

④
衛
生
費　

�

広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設
運
営
管
理
費
と
ゴ
ミ
の
回
収
運
搬
委

託
料
（
１
億
３
，８
８
６
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

高
野
山
総
合
診
療
所
会
計
繰
出
金（
1
億
５
，３
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

下
水
道
会
計
繰
出
金
（
４
，４
０
０
万
円
）

⑤
農
林
業
費　

�

花
坂
地
区
農
業
用
施
設
改
修
（
２
，０
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

上
筒
香
地
区
農
業
用
施
設
改
修
（
３
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

果
樹
・
薬
用
作
物
振
興
支
援
事
業
（
３
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

危
険
木
等
伐
採
事
業
補
助
金
（
３
０
０
万
円
）

⑥
商
工
費　

�

中
小
企
業
振
興
資
金（
し
ゃ
く
な
げ
融
資
）預
託
金（
５
，０

０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

駐
車
場
管
理
委
託
料
（
１
，８
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

公
衆
便
所
管
理
委
託
料
（
１
，４
８
７
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

高
野
山
旗
学
童
軟
式
野
球
大
会
補
助
金
（
４
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

高
野
町
観
光
協
会
分
担
金
（
２
，１
８
８
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

団
体
旅
行
誘
致
推
進
事
業
（
６
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
設
置
工
事
（
８
１
０
万
円
）

⑦
土
木
費　

�

町
道
大
門
高
野
山
駅
線
法
面
修
繕
工
事（
２
，６
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

深
山
隧
道
修
繕
工
事
（
３
，８
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

橋
梁
長
寿
命
化
工
事
（
３
，９
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

町
道
桑
原
大
石
線
舗
装
改
修
工
事
（
１
，５
０
０
万
円
）

⑧
消
防
費　

�

救
助
工
作
車
Ⅰ
型
購
入
費
（
９
，０
１
８
万
円
）

⑨
教
育
費　

高
野
町
ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン
運
営
費
（
４
６
２
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�

給
食
調
理
配
達
業
務
委
託
料
（
３
，８
２
７
万
円
）

⑩
災
害
復
旧
費　

�

農
林
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
（
２
６
４
万
円
）

　
　
　
　
　
　

�　

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
（
１
５
０
万
円
）

⑪
公
債
費　

�

元
金
（
３
億
３
，９
１
３
万
円
）

　
　
　
　
　
　

利
子
（
２
，８
１
８
万
円
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。　

借
入
金
の
返
済
に
あ
て
る
公
債
費
に
つ
い
て
は
3

億
６
，８
８
２
万
円
と
な
り
、前
年
度
よ
り
２
億
１
，

８
１
４
万
円
の
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

前
年
度
に
は
1
億
９
，６
１
０
万
円
の
一
括
償
還
を

含
む
た
め
、こ
れ
を
除
く
と
前
年
度
か
ら
は
２
，２
０

４
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。　　

H29予算額 H28予算額 用語解説
自主財源 1,345,067 1,509,809 町が自主的に収入することができるお金

町税 357,200 360,111 町民のみなさんに納めていただく税金
使用料・手数料 82,251 82,852 施設の使用料や戸籍の発行などの手数料
繰入金 337,210 493,100 基金などから繰り入れるお金
ふるさと寄附金 400,000 400,000 全国各地からご寄附いただくふるさと寄附金
その他 168,406 173,746 財産の貸付収入など

依存財源 2,584,933 2,525,191 国や県などから割り当てられるお金
地方交付税 1,760,000 1,760,000 行政サービスを提供できるよう国が交付するお金
国庫支出金 129,020 109,517 特定の事業に対して交付される国からの補助金
県支出金 151,353 150,414 特定の事業に対して交付される県からの補助金
町債（借金） 423,000 380,000 町が資金調達のため借り入れるお金
譲与税等 121,560 125,260 国税の一部または全部を町に交付されるお金など

合　計 3,930,000 4,035,000 

一般会計歳入内訳� 単位：千円

H29予算額 H28予算額 増減率
一般会計 3,930,000 4,035,000 －2.6 

特別会計

国民健康保険特別会計 639,000 645,000 －0.9 
国保富貴診療所特別会計 80,000 96,600 －17.2 
後期高齢者医療特別会計 135,500 130,400 3.9 
介護保険特別会計 566,000 539,000 5.0 
富貴財産区特別会計 4,800 4,800 0.0 
下水道特別会計 371,000 175,500 111.4 
農業集落排水特別会計 9,700 13,300 －27.1 
生活排水処理特別会計 17,600 18,200 －3.3 
簡易水道特別会計 30,000 29,900 0.3 
高野山総合診療所会計 299,000 385,000 －22.3 

事業会計 水道事業会計 190,519 193,031 －1.3 
合計 6,273,119 6,265,731 0.1 

会計別予算額一覧表� 単位：千円・％
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町の預金である財政調整基金は、当初予算で財源不足分
を補う取り崩しを行うため、平成 29 年度末の残高見込み
は前年度から 1 億 3,551 万円減額となっています。

ふるさと応援寄附基金は事業に充てる取り崩しが 1 億
4,000 万円であるのに対し、寄附金を 1 億 9,089 万円積
み立てる予算となっており、期末残高は 5,097 万円増額と
なっています。

町の借金である町債の現在高は新規借入額が 4 億 2,300
万円と前年度比で 4,300 万円増加したのに対し、年度中の
元金の返済額は 3 億 3,913 万円となっており、期末残高
では前年度比で 8,387 万円増加する見込みです。　

（注）※都市計画税について
　　　　都市計画税（935 万円）は、その全額を都市計画に関する事業（上下水道含む）に使用します。
　　※地方消費税交付金について
　　　�　消費税の税率引き上げに伴い増収となっている地方消費税交付金（3,000 万円）は、その全額を社会保障の充実（社会福祉、老人福祉、

児童福祉）に対し使用します。

◆一般会計の基金及び町債の推移

財政調整基金（町の預金）の推移
26 年度末　決算額� 1,013,864 千円
27 年度末　決算額� 1,113,370 千円
28 年度末　決算見込額� 1,158,447 千円
29 年度末　決算見込額� 1,022,935 千円
ふるさと応援寄附基金の推移
26 年度末　決算額� 72,880 千円
27 年度末　決算額� 242,574 千円
28 年度末　決算見込額� 304,131 千円
29 年度末　決算見込額� 355,097 千円
町債現在高（町の借金）の推移
26 年度末� 3,420,937 千円
27 年度末� 3,481,592 千円
28 年度末見込� 3,416,093 千円
29 年度末見込� 3,499,962 千円

H29予算額 H28予算額 用語解説
議会費 55,187 58,669 町議会の活動にかかるお金
総務費 1,255,103 1,224,556 全般的な管理事務、徴税事務、戸籍事務などにかかるお金
民生費 580,957 540,835 高齢者・障害者福祉、子育て支援、生活保護などにかかるお金
衛生費 497,050 517,560 保健、環境衛生、ごみ処理、し尿処理などにかかるお金
労働費 2 2 失業対策などにかかるお金
農林業費 68,428 56,387 農林業の振興、生活基盤の整備などにかかるお金
商工費 213,413 211,396 商工業の振興、観光の振興などにかかるお金
土木費 341,657 308,647 道路、河川、住宅管理や整備などにかかるお金
消防費 289,358 271,233 消防・防災活動、防災基盤の整備などにかかるお金
教育費 235,881 235,751 学校教育・生涯教育の充実、文化・スポーツの振興などにかかるお金
災害復旧費 4,140 3,000 被災した施設などの復旧にかかるお金
公債費 368,823 586,963 公共事業などで多額の資金が必要なときに長期に借り入れたお金の返済金
諸支出金 1 1 その他公有財産の取得などにかかるお金など
予備費 20,000 20,000 不測の事態に備えるためのお金

合　計 3,930,000 4,035,000 

一般会計歳出目的別内訳� 単位：千円

H29予算額 H28予算額
義務的経費 1,343,710 1,548,200 

人件費 862,592 838,687 
扶助費 112,305 122,560 
公債費 368,813 586,953 

投資的経費 420,730 355,351 
消費的経費 2,165,560 2,131,449 

物件費 957,358 941,671 
補助費 381,128 353,015 
繰出金 467,408 478,518 
その他 359,666 358,245 

合　計 3,930,000 4,035,000 

一般会計歳出性質別内訳�
単位：千円

【問い合わせ】　企画公室　財政係　☎ 0736－56－2932
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「花いっぱい運動」  ボランティア募集
みんなで花づくりをしてみませんか？

　高野山中学校では、昨年度から「花いっぱい運動」に取り組んでいます。この取り組みは、子どもの数が
減るなか、たくさんの花によって、明るく元気な学校を創ることを目的として始めました。今後は、地域の方々
との交流を通して「明るさ」や「元気」を地域社会に広め、町づくりに貢献していきたいと考えています。
　そこで、「花いっぱい運動」の趣旨に賛同し、活動に協力いただける方々をボランティアとして募集いたし
ます。参加いただける方は、いつでも中学校までご連絡下さい。

対　象：年間を通して、花の植え替え・手入れ等に参加いただける方	 	
	 　　（ご都合に合わせていつでもご参加ください）
活　動：花の植え替え・花がら摘み・水やり・除草等	 	 	 	
場　所：高野山中学校

【申込み・問い合わせ】高野山中学校　☎ 0736－56－2116

　高野山学はどなたでも受講でき、興味や関心のある講座のみの受講もできます。
　4月～ 11月、基本講座が 8回、中級講座が 5回あります。

【問い合わせ】高野山学事務局　☎ 0736－56－2076（教育委員会内）

基本講座　　■時間10:30～12:00（4月15日のみ　開校式10:00）　

基本講座：当日 1000 円（基本講座年間受講は 5000 円予約制・8 回受講可）
（会場）高野山大学 201 教室

募集内容

講義開催日 講　義　テ　ー　マ 講　　師

4月15日（土） 第1回  高野の聖たち　－『高野山往生伝』をよむ－（1） 高野山大学名誉教授　� 山陰加春夫

5月20日（土） 第2回  高野山の真田一族の石塔 高野山大学図書館課長　� 木下　浩良

6月17日（土） 第3回  真言密教の正体　－精神世界に秘められた可能性－ 総本山金剛峯寺山林部長・宗務総長公室長
山口　文章

7月15日（土） 第4回  曼荼羅の仏たち 高野山大学准教授　� 松長　恵史

8月19日（土） 第5回  高野山学僧の昇進次第（その1）　－白袈裟から緋衣へ－ 高野山大学学長　� 藤田　光寛

9月16日（土） 第6回  �高野山引摂院の常塔師が開版した亀龍院曼荼羅について 高野山大学教授� 乾　　仁志

10月21日（土） 第7回  高野山の声明　－南山進流－ 高野山常喜院 住職　� 加藤　栄俊

11月18日（土） 第8回  高野山ゆかりの人々－ゴルドン夫人－ 高野山大学教授　� 奥山　直司

平成29年度　高野山学が開講します
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鬼は外！福は内！

花坂観音堂へ阿弥陀如来坐像の
レプリカが奉納されました

2月2日

2月7日

高野山こども園で節分の豆まきが行われました。
金剛峯寺の方に節分についてのお話をしてもらい、手作りの鬼のお面をかぶり鬼

が出てくるのを待っていたが、突然現れた鬼にびっくりして逃げ回りながら豆まき
をしました。

少し落ち着いたところで鬼に質問をしたり、一緒に写真を撮り仲良くなりました。

2 月 7 日（火）、花坂小学校の隣にある花坂観音堂に阿弥陀如来坐像のレプリカが奉納されました。レプリカ
作成は、和歌山県立博物館が和歌山県立和歌山工業高校や和歌山大学教育学部美術教室と協力し、3D プリン
ターで作成したものです。奉納式には、制作に関わった高校生や大学生から花坂地区の方々へレプリカが渡さ
れ、観音堂に納められました。

レプリカが作成された阿弥陀如来坐像は、形状等から平安時代中頃である 10 ～ 11 世紀の作と考えられる
非常に貴重なものです。花坂観音堂では、6 年前に別の仏像が盗難被害にあっており、このような被害がこれ
以上続かないよう、精巧なレプリカを作成し身代わりとして安置することになりました。花坂観音堂では、今
回レプリカが納められたことで、地域での信仰を継続しつつ、本物の仏像の盗難や劣化を防ぐことができるよ
うになりました。

6 年前の花坂観音堂での盗難被害のように、近年、地域のお堂に奉られている仏像等の盗難被害が多く発生
しています。各地域で守られてきた仏像が盗難等の被害にあわないよう、十分注意してください。

レプリカが花坂地区へ納められる様子花坂観音堂に納められたレプリカの仏像
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5 年連続登録競技者　　林　主鷹（左）　　大森　奏子（右）

第16回和歌山県市町村
対抗ジュニア駅伝

「大学のふるさと協定」　調印式

2月19日

2月27日

和歌山市において市町村対抗ジュニア駅伝
大会が開催されました。

高野町の記録を更新し、健闘した 1 区から
10 区までの選手を紹介いたします。

高野山中学校 3 年生の林　主鷹さん、大森
　奏子さんが 5 年連続登録競技者として、表
彰されました。

2 月 27 日（月）和歌山県庁知事室にて、県知事、高野町長、近畿大学学長の三者の間で「大学のふるさと事業」
に関する包括連携協定を締結しました。

今後は近畿大学の知見を活かして、産業・観光振興と地域間交流を中心とした連携・交流を図っていきます。

1 区　林 主鷹

6 区　林 まな

2 区　大森 奏子

7 区　相馬 康佑

3 区　土生川 真子

8 区　石堂 美優

4 区　林 ひな

9 区　工藤 龍源

5 区　相馬 啓佑

10 区　三谷 康世



平成29年3月24日  第33号  (10)高　　KOYA　　野

このたび、高野山ギャラリー（総本山金剛峯寺第

一駐車場南、元中門再建作業館）において、下記の

通り『第二回 高野山書道展』を開催いたします。

この書道展は、高野山ゆかりの有志の皆さんによ

る『地元発信の書道展』です。高野山管長猊下、宗

務総長、高野町長、高野山で学ぶ学生や修行僧、（高

野山大学、高野山高等学校、中学校、小学校、高野

山専修学院、真別処）、本山関係職員、報道等、多

くの方々が出品されます。

また、今回、歴代管長猊下の作品や書壇の有名書

家作品も展示されます。

是非、ご来場いただけますよう心よりお待ち申し

上げます。

＊�今回より、和歌山県書写教育研究会主催第 68 回県下書初会特金受賞の小・中学生には高野町長よ
り表彰状等がオープニングセレモニー（四月一日午前十時半、高野山ギャラリー）で授与されます。

＊入場は無料です。
【問い合わせ】高野山専修学院　☎0736－56ー2207

　『第二回 高野山書道展』
　開催のご案内

開　催　名：『第 2 回 高野山書道展』
開 催 期 間：平成29年4月1日（土）から
　　　　　　平成29年4月10日（月）正午まで
開 場 時 間：最終日を除き、
　　　　　　午前 9 時から午後 4 時まで
会　　　場：高野山ギャラリー
　　　　　　（総本山金剛峯寺駐車場南、
　　　　　　  元中門再建作業館）
主　　　催：高野山書道展実行委員会
顧　　　問：高野山 常喜院　住職　加藤　栄俊

後　　　援：総本山金剛峯寺
　　　　　　和歌山県高野町
　　　　　　高野町教育委員会
　　　　　　高野町観光協会
　　　　　　南海電気鉄道株式会社
特 別 協 力：高野山霊宝館
　　　　　　高野山出版社
　　　　　　共同通信社
　　　　　　株式会社ウイング
　　　　　　京表具 高見翠芳堂

記



【問い合わせ】総務課　窓口係　☎56－3000

記
相談開設日　平成29年4月3日（月）　13：00〜15：00
相 談 場 所　高野町役場　2階　小会議室

人権特設相談について
人権擁護委員による相談所を下記のとおり開設いたします。
日常生活において心配事・悩み事等がありましたらお気軽にご相談にお越し下さい。
相談は、無料で秘密は厳守します。

※次回の人権特設相談所開設予定日　
平成29年6月1日（木）

「人権擁護委員の日」です。
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　はかりを取引（商売）や証明（学校の体重計等）に使用されている方は、2 年に 1度定期検査
を受検することが計量法によって義務付けられています。前回検査を受けていない、もしくは新
たにはかりを使って商品を販売するお店を始められた方は、産業観光課までご連絡をいただき、こ
の検査を受けてください。

【問い合わせ】 産業観光課　観光振興係  ☎ 0736－56－3443

検査日　　　　　　：平成 29年 4月 21日（金）
検査会場・検査時間：高野町役場富貴支所　11：00～ 11：30
　　　　　　　　　　高野町民体育館　　　13：30～ 15：30

平成 29 年度特定計量器【はかり】
定期検査実施の受検について

※ 図書の貸し出しはお一人 5 冊まで、期間は 2 週間です。
※ まだ図書室利用カードをお持ちでない方は、ぜひこの機会に作られてみてはいかがでしょうか。

【問い合わせ】高野町中央公民館　図書室　担当：白濵早苗　☎0736－56－2076

◦�図書の購入リクエストを受付けております。図書室に入れてほしい本ございましたらお
申込みください。

◦�図書室を通じて県立図書館の本を取り寄せることができます。詳しくは係におたずねく
ださい。（到着には日数がかかりますので、予めご了承ください。）

4月22日（土） �14:00 より、図書室でボランティアに「よるよみきかせ」を行います。
お気軽にご参加ください。

お知らせ

イベントの
お知らせ

中央公民館
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和歌山県後期高齢者医療制度の保険料軽減措置が変更されますのでお知らせします。
平成 28年度及び平成 29年度保険料は、等しく負担していただく均等割額（44,177 円）と、
所得に応じて決まる所得割額（8.93%）の合計額です。所得の少ない方などに軽減措置があり、
その措置が下記のとおり変更されます。
なお、均等割の 5割軽減、2割軽減の対象が拡大され、9割軽減、8.5 割軽減、に変更は
ありません。
平成 29年度保険料額の通知は、7月中旬に送付します。

   【問い合わせ】福祉保健課　健康づくり係　　　　☎ 0736－56―2933
和歌山県後期高齢者医療広域連合　☎ 073－428－6688

後期高齢者医療制度にご加入のみなさまへ

後期高齢者医療制度の保険料軽減措置が変更されます

年　　度 所得割軽減
元被扶養者
均等割軽減

平成 28年度 5割 9割

平成 29年度 2割 7割

　和歌山県警察では、警察官Aの採用試験を予定しています。
　申込書は、橋本警察署もしくはお近くの交番・駐在所で配布しております。
　郵送による受付は、4月 7日（金）（消印有効）までです。
　また、和歌山県のホームページから「電子申請・申請書」画面を選択し、
インターネットによる受付も行っております。
　第 1次試験の予定日は、5月 14日（日）です。

【問い合わせ】 橋本警察署警務課  ☎ 0736－33－0110

「警察官採用試験」のご案内について

受付資格
　警察官A　　昭和60年4月2日以降に生まれた方で、大学（短期大学を除く。）
　　　　　　　を卒業した方又は平成 30年 3月末までに卒業見込みの方
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生活習慣病の早期発見のため、健康診査を受けましょう。

年 1回歯科健康診査を受けることができます。「受診票が届いたら、健康診査を受けましょう。」

対象の方には、5月下旬に受診券を直接お送りします。
（受診券発行の申込みをする必要はありません。）

対象の方には、5月下旬に受診券を直接お送りします。
（受診券発行の申込みをする必要はありません。）

○�すでに同様の検査を受けている場合や、病院・介護施設に入院・入所している方など定期的に
健康管理が行われている場合は、受けなくても構いません。

○�生活習慣病の治療などで定期的に医療機関を受診している方は、主治医に相談してください。

【問い合わせ】和歌山県後期高齢者医療広域連合　☎073－428－6688

【問い合わせ】和歌山県後期高齢者医療広域連合　☎073－428－6688

■検査項目：【基本項目】
　　　　　　　　問診、計測（身長、体重、BMI）、血圧測定、診察、血液検査
　　　　　　　　（脂質、肝機能、代謝）、検尿
　　　　　　【医師が必要と判断した方に追加で実施する項目】
　　　　　　　　貧血検査、心電図検査、眼底検査
■実施期間：平成 29年 6月 1日～平成 30 年 2月 28日
■自己負担：平成 29年度から無料となります
■持 ち 物：保険証、受診券、受診票（問診票）
■実施場所：受診券に同封する一覧表に記載された医療機関

〇対 象 者　�平成 28 年度中に 75 歳、80 歳、85 歳、90 歳以上の誕生日を
迎えた方

〇実施期間　平成 29年 6月 1日～平成 30年 2月 28日
〇自己負担　無料
○持 ち 物　保険証、受診券、受診票（問診票）
〇健診項目　�問診、口腔診断（歯の状態・歯周組織の状況・口腔衛生状況
　　　　　　噛み合わせ・口腔乾燥・粘膜の異常）、口腔機能検査（噛む能力
　　　　　　舌機能・嚥下（飲み込み）機能）
〇実施場所　受診券に同封する一覧表に記載された医療機関

後期高齢者医療制度にご加入のみなさまへ

後期高齢者医療制度にご加入のみなさまへ

【医科健康診査用】

【歯科健康診査用】

平成29年度 後期高齢者医療の健康診査のご案内

後期高齢者医療の歯科健康診査のご案内
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高野町地域包括支援センターよりお知らせ

【問い合わせ】地域包括支援センター（高野町役場内）　☎0736－56－2933

○介護・福祉に関する相談日を毎月第2金曜日に設けています。
4月の相談日は14日です。

誰に相談すればいいか分からない問題や、ちょっとした疑問などなんでもかまいま
せん。ご相談のある方は、直接地域包括支援センターにお越しいただくか、もしく
は電話にておたずねください。

■個別相談
キャリアコンサルタントによる「働くことに

関

する相談」、臨床心理士による「こころの相談
」

■出張相談会   毎月 1回　高野町役場

■家庭訪問相談
■各種支援プログラム
コミュニケーションプログラム、就職準備講

座、

パソコン講座、職場見学、職場体験など

■サポステ卒業生ステップアップ支援
仕事の定着への継続サポート

■パソコン（IT）相談も受付中
・ IT 業界で仕事したい
・仕事でパソコンを使うことに不安がある
・�仕事に役立つパソコンのスキルを身に付
けたい

・�子どもがインターネットにハマっていて
心配
※�現役の IT 専門家が若者のパソコン（IT）のあらゆる
　悩み相談をお受けします。
※�若者の仕事する内容に限らせていただきます。

相談無料・秘密厳守・要予約 働くことに不安のある無業の若者（15～39歳）の
自立・就業をサポートします。

サポステきのかわは厚生労働省と和歌山県の共働事業です

【日時】　4月21日（金）　13：00～16：00
【場所】　高野町役場　1 階　住民ホール

ご予約の方は、右記連絡先、または高野町福祉保健課までお電話下さい。
来月以降の日程や詳しい内容についてもお気軽にお問い合わせ下さい。

毎月第三金曜日開催中！
高野町役場サポステ出張相談会

〒648－0073　橋本市市脇1－1－6　JA橋本支店ビル2Ｆ
TEL：0736－33－2900    FAX：0736－33－2910

ＨＰは『sapokino.com』で検索！

【問い合わせ】若者サポートステーション
With You きのかわ

【若　者】
働くことに自信が持てない

�人間関係が苦手

就職活動が面倒

【ご家族・知人】
働いていない子どもの将来が不安

何を考えているのかわからない

親としてどうしていいか分からない

「若者サポートステーションきのかわ」出張相談会開催！
「働きたい」を応援します‼

サポステ支援の内容

日　時　　月曜日～金曜日  （祝日・年末年始・警報発令時はお休みします）
　　　　　9：00～14：00　　※申込は不要です　※時間内の出入りは自由です

場　所　　子育て支援センター（高野町保健福祉センター内）
持ち物　　水筒、タオル、着替え
お願い　　子育て支援センター内での事故やケガにつきましては保護者の方の責任でお願いします。

【問い合わせ】子育て支援センター　☎0736－56－3938

4 月 の
予 定

6日（木）
ふれあい遊び
10：00～11：00

12日（水）

園庭遊び
10：00～11：00

18日（火）

散　　歩
10：00～11：00

27日（木）

みんなの集い
10：00～11：00

20日（木）

制　　作
10：00～11：00



4月の健康づくり便り

こどもの健康づくり

健
康
診
査
・
相
談

乳幼児健診の対象児 健康相談の対象児 実施日／会　場

4ヶ月児

6ヶ月児

10ヶ月児

1歳6ヶ月児

3歳6ヶ月児

H28年12月生れ

H28年10月生れ

H28年 6月生れ

H27年 8月生れ

H25年 8月生れ

4ヶ月児
6ヶ月児

10ヶ月児
1歳6ヶ月児
2歳6ヶ月児
3歳6ヶ月児

H29年 1月生れ
H28年11月生れ
H28年 7月生れ
H27年 9月生れ
H26年 9月生れ
H25年 9月生れ

25日（火）
高野町保健福祉センター
○健康相談 10：00 ～ 11：00 

(4,6,10ヶ月児)
※�上記以外の対象児は、各戸日程

相談のうえ実施。 　　　
○乳幼児健診 13：30 ～ 14：00

 大人の健康づくり

健

康

相

談

会　場　名 実　施　日　時 備　　考
東細川集会所 5日（水） 9：30～ 10：00
西細川多目的集会所 5日（水）10：10～ 10：40
高野山多目的集会所 5日（水）14：00～ 15：00

神谷多目的集会所 6日（木）10：00～ 10：30 10：30 ～生活リハビリ（500 円）
理学療法士が同行します。

高根集会所 7日（金）10：00～ 10：30
湯川集会所 10日（月）10：00～ 10：30
杖ヶ藪　龍福寺 10日（月）13：30～ 14：00
大滝集会所 12日（水）13：30～ 14：00
桜茶屋 （秋月様宅） 13日（木）12：30～ 13：00
西郷集会所 13日（木）13：10～ 13：40
下筒香集会所 17日（月） 9：30～ 10：00
上筒香集会所 17日（月）10：20～ 10：50
（旧）筒香小学校 17日（月）11：00～ 11：30
相ノ浦集会所 18日（火）10：00～ 10：30
桜団地集会所 28日（金）13：30～ 15：00 4 月から始めます
※保健師による相談と簡単な健康チェック（血圧測定、検尿等）を行います。

【問い合わせ】福祉保健課　健康づくり係（保健師）☎0736－56－2933

集団検診のお知らせ
検診名 対象者 受診料 実施日／会場

特定健診

40 ～ 74 歳の国保加入者
（および社会保険の被扶養者） 500 円

4月 26日（水）　東富貴多目的集会所 

（受付時間　8：30～ 11：00）
※�協会けんぽや共済組合等の被扶養者については、事前

に加入保険宛てに受診申込みをする必要があります。
肺 / 胃 / 大腸

がん検診 40 歳以上の高野町住民 無　料

子宮がん検診 20 歳以上の高野町住民 1,000 円 4月 26日（水）　東富貴多目的集会所
（受付時間　13：30～ 15：00）乳がん検診 30 歳以上の高野町住民 2,000 円

受診をご希望の方は、郵送した案内書に附属の申込ハガキのご利用、もしくは、
高野町役場（☎ 0736－56－2933）までお電話をお願いします。

(15) 第33号 平成29年3月24日高　　KOYA　　野

◆人口 3,211人（前月比－ 21）　男 1,555人／女 1,656人　世帯 1,710戸（前月比－ 12）
◆出生　0 人　　◆死亡　4 人　　◆転入　3 人　　　◆転出　20 人

高野町の人口
（2月末日現在）
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良い睡眠を導くために
年齢を重ねると睡眠時間が少し短くなることは自然なことです。日中の眠気で困ら
ない程度の自然な睡眠が一番です。夜間の睡眠時間は 45歳には約 6.5 時間、65 歳に
は約 6時間、85歳で約 5.5 時間です。朝食をとることは体と心の目覚めに重要である
とともに、朝日を浴びると体内時計をリセットしてくれます。ところが、就寝前 3～
4時間以内のカフェイン摂取（緑茶、紅茶、コーヒー、ココア、栄養ドリンクなど）や
喫煙は、入眠を妨げ睡眠を浅くします。アルコールは入眠を一時的には促進しますが中途覚醒が増え、
熟眠感が得られなくなります。寝酒や喫煙は睡眠時無呼吸の増加も示されています。体内の温度を下げ
て脳を休ませるのが睡眠の働きの一つですので、日中の活動や夕方の軽い運動で体温が上がると、入眠
前の低下した体温との差が大きくなり、ぐっすり眠れます。眠くなってから床に入り、起きる時刻を遅
らせないことも良い睡眠を導くコツです。

平成29年3月24日  第33号  (16)高　　KOYA　　野

新年度に向けた施政方針
3 月議会での町長の主な施政方針を抜粋して掲載いたします。

福祉・医療関係
●�生まれたときから中学校卒業まで手厚く支援する義務教育期間の完全無償化を見据え、

かつ含めた「子育て支援クーポン事業」を開始し、町内の事業者・学校等で使えるよう
制度設計に向け準備しています。（ふるさと応援寄附金活用）

● �75 歳以上の非課税世帯や障碍者の方、運転免許証を取得していない方などが交通弱者を発生させないよう
「福祉タクシー助成券事業」での支援を検討しています。（ふるさと応援寄附金活用）

●�医療従事者の育成という観点から町で勤務する医師・看護師・保健師等に対しての奨学金制度を拡充します。
産業・観光関係

●�観光関連のワンストップ化を図るために「高野山ビジターセンター」を開設します。
●�高野山地区数か所にライブカメラを設置し、道路状況や積雪情報等を発信します。
●�富貴・筒香地区での耕作放棄地有効活用として H ２７年度より進めてきた富貴ワインのブランド化実現に向

け、700 本苗付けを行います。また漢方のトウキの増産や・学校給食におけるお米の地産地消を行います。
　（ふるさと応援寄附金活用）
●�環境維持・清掃のための清掃車を購入します。（ふるさと応援寄附金活用）

その他
●�公共施設管理計画に基づき公共施設の見直し・整理・整備の議論を進めます。
●�和歌山県と高野町職員の人事交流事業をより積極的に実施していきます。
●�平成 30 年度の町制施行 90 周年・富貴村編入 60 周年に向けプログラムを立てていきます。
●�富貴・筒香地区への光ファイバーの敷設を実施します。
●�可燃ごみ袋の配布事業も継続します。（ふるさと応援寄附金活用）
●�近畿大学と産業・観光振興と地域間交流を中心とした連携・交流を図ります。（ふるさと応援寄附金活用）
●�下筒香～五條間のアクセス向上の為、新しい運行を始めます。（ふるさと応援寄附金活用）
● �YouTube 等のインターネットを活用して高野町の PR を更に進めます。
●�ふるさと納税を２８年度以上になるよう工夫致します。

高野町長　平野 嘉也

【問い合わせ】福祉保健課 保健師 　☎0736－56－２９３3


